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第
四
十
八
号 

   

  

小
山
湊
の
「
モ
ッ
タ
ボ
」
と
い
う
場
所 

 
 
 

こ
れ
は
、
「
小
山
湊
」
に
か
か
わ
る
地
名
で
、
「
河
川
湊
に
か
か

わ
る
特
定
の
狭
い
場
所
」
を
指
す
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

 
 

地
名
を
考
え
る
に
は
ま
ず
「
発
音
」
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
「
モ
ツ(

ッ)

」
と
「
タ
ボ
」
と
分
け
て
考
え
る
と
、

前
者
は
動
詞
で
、
動
作
を
あ
ら
わ
す
と
と
れ
る
。
後
者
は
、
動
詞
が

修
飾
す
る
名
詞
と
と
れ
る
。
漢
字
で
は
「
擡
」
と
当
て
ら
れ
、
動
詞

と
し
て
の
意
味
は
「
頭
を
も
た
げ
る
」
と
思
わ
れ
、
「
望
」
は
「
様

子
や
向
か
う
方
向
」
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

こ
の
地
名
が
、
「
小
山
湊
の
ど
こ
に
あ
っ
た
か
」
が
問
題
で
あ
る

が
、
多
分
河
川
沿
い
の
水
辺
で
小
さ
い
平
坦
地
を
推
定
す
る
こ
と
が

妥
当
で
あ
る
。 

 

写
真
と
地
図 

小
山
公
園
の
太
鼓
橋
付
近 

 
 

飛
騨
川
は
夏
季
と
冬
季
の
水
位
差
が
激
し
く
、
洪
水
時
に
は
小
船

舶
は
流
出
す
る
危
険
が
あ
る
。
笠
松
あ
た
り
で
も
岐
阜
工
業
高
校
の

ボ
ー
ト
が
伊
勢
湾
ま
で
流
出
し
た
こ
と
が
あ
り
、
太
田
あ
た
り
で
も

洪
水
時
に
は
、
河
岸
に
小
舟
を
引
っ
張
り
上
げ
て
避
難
さ
せ
て
い
る
。

当
然
小
山
で
も
平
水
時
に
は
水
辺
に
係
留
し
て
い
た
が
、
洪
水
時
に

は
小
高
い
場
所
に
避
難
さ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
「
モ
ッ
タ
ボ
」
と
い
う
内
容
は
「
小
舟

の
船
首
を
持
ち
上
げ
」
「
少
し
高
い
平
坦
地
」
に
向
か
っ
て
「
そ
の

移
動
様
子
」
を
示
す
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
場
所
は
平
水
時
に
は
「
荷

物
を
一
時
上
げ
る
場
所
で
」
「
こ
こ
か
ら
段
丘
の
上
へ
さ
ら
に
持
ち

上
げ
る
小
道
」
が
接
続
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
太
田
の
船
頭
町(

波

の
上)

も
、木
曽
川
河
畔
に
す
ぐ
に
出
ら
れ
る
よ
う
な
横
道
が
あ
っ
た

の
で
、
小
山
も
同
じ
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 
 

奏
の
関
連
用
語
か
ら 

 
 

「
モ
ッ
タ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
「
舟
の
固
定
に
使
わ
れ
る
イ
カ
リ
」
を
指
す
と
い
わ
れ
る
。
岸
壁
か

ら
「
バ
ラ
バ
ラ
の
荷
物
を
陸
に
揚
げ
る
機
械
」
と
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
作
業
を
す
る
場
所
を
「
モ
ッ
タ
バ
」

と
称
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

ヨ
ナ
ダ
ー
が
下
米
田
・
牧
野
の
色
々
な
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
よ 


